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1
「知」の集積と活用の場に
よるイノベーション創出推
進事業（新規・拡充）

民間団体等
令和８年度

～
令和12年度

15.4億円

　「知」の集積と活用の場®産学官連携協議会活動を見え
る化、知財・事業化等の支援を強化し目的志向型プラット
フォームの形成を促すことで同産業の活性化に繫げる取組
を行う。具体的には、協議会のデータベース化、伴走支援
策の強化、マッチング機会の創出を促進する。

・ 農林水産・食品分野のイノベーション創出を推
進するための重要な取組である。 

・売上げではなく、事業価値の向上といった視
点で評価できるよう配慮いただきたい。
・顧客の増加や市場における需要喚起など、
社会実装の確度が上がるような支援の仕組
みも考慮して進めていただきたい。
・スタートアップ支援では、他省庁の先行事例
を十分に参考にした上で、進めていただきた
い。

A

※総括評価は、以下の３段階で評価。
　 A：研究制度は重要であり、内容は適切。
　 B：研究制度は重要であるが、制度の仕組み等の内容の見直しが必要。
　 C：研究制度は不適切又は、内容の抜本的な見直しが必要。

研究制度 評価結果概要一覧


	研究開発（制度） 

